
可児市議会だより第 86 号　令和4年（2022年）第4回臨時会・第5回定例会

TOPICS
新たな議会構成が決まりました

予算決算委員会報告

令和３年度決算 私はこう評価します

議員一般質問

表紙の絵「バラ園」
黒川 志津子さん（鳩吹台）の作品

令和3年度決算特集

表紙の写真・イラスト募集中！！（詳しくは裏表紙へ）
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市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か
り

や
す
く
親
し
み
や
す
い
「
議
会
の

ト
ビ
ラ
」
発
行
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
た
情
報
発
信
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

テ
ー
マ
ご
と
の
議
会
報
告
会
や

懇
談
会
、
模
擬
議
会
等
を
企
画
・

運
営
し
、
幅
広
く
聴
取
し
た
市
民

意
見
を
も
と
に
、
議
会
内
で
議
論

を
進
め
る
環
境
を
作
り
ま
す
。

　令和４年（2022年）第４回可児市議会臨時会を８月５日に開催し、正副議長の選挙や、
各委員会の改選などを行い、新たな議会構成が決まりました。

議
会
運
営
委
員
会

広

報

部

会

広

聴

部

会

議長　板津　博之 副議長　天羽　良明

　
議
長
を
補
佐
し
、
子
ど
も
達
が
夢
を
抱
け

る
ま
ち
づ
く
り
に
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
み
ま
す
。

・
趣
味 

山
城
め
ぐ
り

・
好
き
な
言
葉 

人
生
山
あ
り
谷
あ
り

　
各
会
派
の
代
表
等
が
集
ま
り
、

議
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す
る
た

め
に
話
し
合
い
ま
す
。本
年
は
本

格
的
に
議
会
の
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
だ
か
ら
こ
そ
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
、
政
策

提
言
へ
反
映
で
き
る
よ
う
、
一
年
間
議
長
職

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・
趣
味 

映
画
鑑
賞

・
好
き
な
言
葉 

一
期
一
会



常任委員会とは？

第４回臨時会

新たな議会構成が決まりました新たな議会構成が決まりました常 任 委 員 会
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委
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正
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※ 

議
長
と
監
査
委
員
を
除
く
す
べ
て

の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
務
企
画
委
員
会

建
設
市
民
委
員
会

教
育
福
祉
委
員
会

予
算
決
算
委
員
会

　

地
域
防
災
力
向
上
の

た
め
、
引
き
続
き
消
防

団
へ
の
支
援
や
避
難
所

の
運
営
に
つ
い
て
議
論

し
て
い
く
と
と
も
に
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
や
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況

を
確
認
し
ま
す
。

　

多
文
化
共
生
、
地
域

づ
く
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
や
環
境
問
題

等
の
市
民
の
生
活
、
安

心
・
安
全
に
直
結
す
る

重
要
課
題
に
つ
い
て
、

根
気
強
く
取
り
組
み
ま

す
。

　

教
育
・
福
祉
分
野
の

事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
や
、
小
中
学
生

の
教
育
環
境
に
つ
い
て

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
市
の
予
算
や
決
算
に
つ
い
て
話

し
合
う
委
員
会
で
す
。
厳
し
い
目

で
予
算
や
決
算
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

委
員
会
と
し
て
市
に
提
言
し
ま
す
。

※ 

４
・
５
ペ
ー
ジ
で
決
算
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
内
容
が

　
載
っ
て
い
ま
す
の
で

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　常任委員会は、議案や請願を詳しく
審査し、市の事務を専門的に調査する
ために常時置かれている委員会です。
　可児市議会には行政の各部門に応じ
てそれぞれ担当する３つの委員会（議
員はいずれかの委員会に所属）と予算
決算委員会の合わせて４つの常任委員
会があります。次のページへ
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決
算
は
1
年
間
の
収
入
や
支
出
が

い
く
ら
だ
っ
た
か
、
何
に
ど
れ
だ
け

使
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。
決
算
は
市
議
会
に
報
告
さ
れ
、

予
算
決
算
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
あ

と
、
予
算
の
使
い
方
が
適
正
で
あ
っ

た
か
ど
う
か
認
定
を
受
け
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
予
算
決
算
委
員
会
で
の

質
問
や
討
論
、
次
年
度
の
予
算
編
成

に
向
け
た
提
言
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※�

決
算
状
況
等
の
詳
細
は
広
報
か
に

10
月
号
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
◆
質
問
と
回
答
◆
◆

Q　
市
内
中
小
事
業
者
へ
の
独
自
支

援
制
度
の
利
用
数
が
令
和
2
年
度
に

比
べ
34
件
（
11
％
）
減
少
し
て
い
る

が
、
真
に
必
要
な
支
援
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
か
。

A　
令
和
2
年
度
は
、
主
に
休
業
手

当
の
一
部
助
成
や
感
染
防
止
機
器
の

購
入
補
助
な
ど
、
事
業
の
継
続
や
感

染
防
止
対
策
の
た
め
の
支
援
を
重
視

し
て
行
っ
た
。
一
方
、
令
和
3
年
度

は
県
に
よ
る
休
業
補
償
協
力
金
事
業

が
ほ
ぼ
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
た
。

市
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
、
販
路
開
拓
や
業
務

効
率
化
な
ど
、
事
業
拡
大
に
前
向
き

に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
支
援
を
重

視
し
て
行
っ
た
。

Q　
空
き
家
は
解
体
し
て
更
地
に
す

る
方
が
活
用
さ
れ
る
た
め
、
解
体
す

る
際
の
補
助
金
を
増
額
し
た
り
、
更

地
に
し
た
場
合
に
固
定
資
産
税
を
減

額
す
る
な
ど
の
対
応
は
で
き
な
い
か
。

A　
空
き
家
対
策
は
「
第
2
期
空
き

家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
る
。
全
国
的
に
は
固
定
資
産
税

の
減
免
措
置
等
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
、
本
市
と
し
て
は
、
現

時
点
で
固
定
資
産
税
の
減
免
等
の
具

体
的
な
検
討
は
行
っ
て
い
な
い
。

Q　
市
内
小
中
学
校
の
通
訳
サ
ポ
ー

タ
ー
は
19
人
だ
が
、
各
地
区
で
増
加

す
る
外
国
籍
児
童
生
徒
へ
ど
の
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
の
か
。

A　
外
国
籍
児
童
生
徒
が
集
住
す
る

地
区
の
学
校
と
、
散
在
す
る
地
区
の

学
校
が
ペ
ア
に
な
り
、
5
つ
の
「
通

訳
サ
ポ
ー
タ
ー
学
校
グ
ル
ー
プ
」
を

編
成
し
、
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も

実
際
に
対
応
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー

や
学
校
の
要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
人
員
で
最
大
限
の
効
果
が
出

せ
る
よ
う
配
置
を
し
て
い
く
。

◆
◆
討
論
の
内
容
◆
◆

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
制
度

開
始
以
来
約
6
年
が
経
過
し

て
い
る
が
、
未
だ
に
普
及
率
は
5
割

に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
紛

反対

失
・
盗
難
な
ど
リ
ス
ク
は
大
き
い
と

考
え
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
は
原
則
任
意
で
あ
る
な
か
、
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
し
た
普
及
や

押
し
付
け
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事

に
お
い
て
、
市
内
の
工
区
か
ら
は
残

土
置
場
の
井
戸
か
ら
環
境
基
準
値
を

超
え
る
水
銀
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

安
全
面
や
残
土
処
理
問
題
を
抱
え
る

工
事
は
中
止
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
反
対
。

予
算
決
算
委
員
会
報
告

市内小中学校で活躍する通訳サポーター
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
中

で
、
国
や
県
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
感
染
防
止
対
策
、
地
域
経
済
の
回

復
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
市
政
経

営
計
画
に
基
づ
く
重
点
事
業
も
適
切

に
進
め
ら
れ
た
と
評
価
す
る
。

　
ま
た
、
重
点
施
策
も
順
調
に
進
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
賛

成
。

◆
◆
討
論
の
内
容
◆
◆

　
　
令
和
2
年
10
月
に
後
期
高
齢
者

医
療
の
保
険
料
は
、
均
等
割
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
の
見
直
し
で
8

割
軽
減
の
人
が
7
割
軽
減
に
引
き
上

げ
ら
れ
、
保
険
料
が
増
額
さ
れ
た
。

高
齢
者
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
る
た

め
反
対
。

　
　
被
保
険
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

財
政
負
担
も
増
え
て
い
く
事

が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
保
険
料
の
収

納
率
は
上
昇
し
て
お
り
、
必
要
な
財

反対賛成反対反対賛成

源
の
確
保
に
努
め
ら
れ
て
い
る
た
め

賛
成
。◆

◆
討
論
の
内
容
◆
◆

　
　

令
和
3
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計

画
」
で
は
、
第
1
号
被
保
険
者
の
保

険
料
は
標
準
月
額
が
2
0
0
円
の
増

額
と
な
っ
た
。
ま
た
、
補
足
的
給
付

制
度
が
改
悪
さ
れ
、
食
事
や
居
住
費

の
負
担
が
増
え
た
高
齢
者
が
増
加
し

て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
反
対
。

　
　
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
社
会

を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
必
要
な
社

会
保
障
制
度
で
あ
る
。

保
険
料
の
収
納
率
は

平
成
27
年
か
ら
微
増

で
は
あ
る
が
毎
年
上

昇
し
て
い
る
な
ど
の

観
点
か
ら
賛
成
。

反対反対賛成

　令和3年度の決算審査の結果をふまえて、令和5年度の予算編成に向けて以下の
ように提言をまとめました。

1.シティプロモーション推進事業について
　令和3年度の効果を鑑み、事業の取捨選択を図りながら、交流人口を増加させる
ため、より効果のある事業を展開すること。

2.インフラ整備費の確保について
　地域要望の強い生活道路や排水路の改良をはじめ、計画的なインフラ整備に必
要な財源を確保すること。

3.不登校児童生徒への学習支援について�
　不登校児童生徒の一人一人の状況に応じた、早い段階でのきめ細やかな支援策
の策定や、ICTを活用した学習支援など、より適切な支援や働きかけを行うこと。

4.通訳サポーターの充実について
　外国籍児童生徒が増え続ける現状をふまえ、通訳サポーターの増員を図り、学
習支援を充実させること。

◆◆◆  令和5年度予算編成への提言  ◆◆◆



　前年に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大という非常事
態に見舞われた令和３年度。
　令和３年度の各決算は認定されましたが、議員の思いもそれ
ぞれです。各議員が注目した決算内容とその評価を紹介します。
※紙面の都合上10人の登場としております。

令和3年度決算 私はこう評価します！

　コロナ禍２年目の決算は各種事業の必要
性を精査、縮小が余儀なくされた1年であっ
たが、市民サービスの低下を最小限に止めた
行政力を評価したい。その他にも気候変動、
物価高騰など課題は多いが、子々孫々のため
にも着実に事業を進めてほしい。

　後期高齢者医療特別会計の決算を考察し
た。被保険者が約１万４千人。令和３年度の
保険料滞納は約100人とのこと（過年分含
む）。滞納している大半の方は少額年金者だ。
食料は高騰し、年金額は減少しているため、
10月からの受診窓口２割負担は中止してほ
しい。

アフターコロナに
向けて

令和３年度
決算に思う

林
　則
夫 

議
員

は
や
し

お

の
り

伊
藤
健
二 

議
員

い

と
う

じ

け
ん

　花いっぱい運動事業の決算額は約1,403万
円。毎年５月と11月の第２日曜日に行われ
ているが、さらに工夫して「花のまち可児」を
実現してほしい。
　林業振興一般経費の決算額は1,525万円。国
の森林環境譲与税を活用している。森林整備
を行い、ゼロカーボンシティの実現に貢献を。

花いっぱい運動事業
林業振興一般経費

山
根
一
男 

議
員

や
ま

ね

お

か
ず

　空き家は本市に約1,000軒以上存在する。
解体支援策と共に、更地化を促進するため、
固定資産税の減免や非課税を検討するとと
もに、岐阜医療科学大学学生の住まいや観光
の民泊、古民家カフェとしてなど、再生モデ
ルの実現に期待したい。

空き家等対策
推進事業

天
羽
良
明 

議
員

あ
も
う

あ
き

よ
し

　下水道施設全体の老朽化のため、中長期的
な視点で点検、修繕等の優先順位付けをした
「公共下水道ストックマネジメント計画」が
策定され、下水道管の布設替え工事が実施さ
れた点を評価する。今後も計画実施の予算配
分が必要となる。

計画的な下水道管の
長寿命化を

澤
野
　伸
議
員

さ
わ

の

し
ん

　総事業費50億円以上５万坪強の可児市最
大プロジェクト、近い将来の可児市の方向性
を左右する最重要事業である。好立地は誰も
が認めるが、最近の経済状況を考慮して工事
及び企業誘致が順調に推移しているのか、今
後も常に注視しチェックする必要がある。

可児御嵩
インターチェンジ
工業団地開発事業

奥
村
新
五 

議
員

お
く
む
ら

ご

し
ん

　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受
ける中、本市において大きな災害や事件がな
くてよかった。早期実現を期待した可児市運
動公園整備事業の計画見直しは非常に残念。
コロナ禍で中断していた事業の復活や新た
な課題への対応を期待する。

決算から
令和3年度を振り返る

中
村
　悟 

議
員

な
か

さ
と
る

む
ら

　本年４月に通称「日特スパークテック
WKSパーク」として開園されたこの公園に
は、一部インクルーシブ（排他的でなく全て
を含んでいる様）の複合遊具が設置されてい
る点は評価する。今後も障がいのあるなしに
関わらず、さらに利用しやすい公園となるこ
とを期待したい。

土田渡多目的広場
整備事業

山
田
喜
弘 

議
員

や
ま

ひ
ろ

よ
し

だ

　コロナ禍で学生との関わりが困難だった
との説明があった。医療系大学の学生と小中
学生との交流を行えば、感染予防知識等をそ
の家族へも広げることができたのでは。
　学生数は現在673人、令和７年には1020
人になる予定。学生へのアンケート調査を定
期的に続け、市との連携や学生支援を計画的
に取り組んでは。

岐阜医療科学大学
との連携と
学生支援を

酒
井
正
司 

議
員

さ
か

い

し

ま
さ

　新型コロナウイルス感染症の影響を大き
く受けた決算であった。収入では市税が減少
したが、国からの交付金等で必要額を確保し
た。支出ではワクチン接種を始め、プレミア
ムＫマネーの発行、小中学校の特別教室空調
設置などの事業が実施され、感染拡大防止へ
の取り組みや地域経済の支援等に寄与した
ことを評価する。

コロナ禍で実施
された事業の
決算を考える

伊
藤
　壽 

議
員

い

と
う

ひ
さ
し

議員が考える

～お金の使い方をしっかりチェック～
決算関係書類
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ピックアップ議案
☆職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
　人事院規則等の改正に準じ、非常勤職員の育児休業に関する取得要件などの規定を整備するものです。
☆令和 4 年度一般会計補正予算（第 4 号、第 5 号）について
・�第 4 号はキッズクラブの無線LAN整備、道路改修工事、各施設の光熱水費高騰への対応などを行うため
のものです。（25億700万円計上）

・�第 5 号は国が行う物価高騰対策として、住民税非課税世帯などに 1世帯あたり 5万円の給付、また、新
型コロナウイルス感染症対策としてオミクロン株に対応したワクチン接種を行うためのものです。

　（ 9億6800万円計上）

第 5回定例会　提出された議案等と審議結果
　提出された議案は、認定15件、予算 7件、条例 1件、人事 3件、その他 3件の合計29件で、
すべて原案のとおり可決されました。

【全会一致で可決された議案】

【賛否が分かれた議案】

番号 件名

認
定

2 令和 3 年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決
算認定

5 令和 3年度自家用工業用水道事業特別会計歳入歳
出決算認定

6 令和 3年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決
算認定

7 令和 3年度可児駅東土地区画整理事業特別会計歳
入歳出決算認定

8 令和 3年度可児御嵩インターチェンジ工業団地開
発事業特別会計歳入歳出決算認定

9 令和 3年度土田財産区特別会計歳入歳出決算認定
10 令和 3年度北姫財産区特別会計歳入歳出決算認定
11 令和 3年度平牧財産区特別会計歳入歳出決算認定
12 令和 3年度二野財産区特別会計歳入歳出決算認定
13 令和 3年度大森財産区特別会計歳入歳出決算認定
14 令和 3年度水道事業会計決算認定
15 令和 3年度下水道事業会計決算認定

奥
村　
新
五

松
尾　
和
樹

中
野　
喜
一

大
平　
伸
二

渡
辺　
仁
美

伊
藤　
　
壽

勝
野　
正
規

板
津　
博
之

澤
野　
　
伸

山
田　
喜
弘

川
合　
敏
己

川
上　
文
浩

天
羽　
良
明

酒
井　
正
司

野
呂　
和
久

山
根　
一
男

中
村　
　
悟

伊
藤　
健
二

冨
田　
牧
子

亀
谷　
　
光

林　
　
則
夫番号 件名

認
定

1 令和 3年度一般会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

3 令和 3年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

4 令和 3年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇

※〇は賛成　●は反対　　　※議長（板津　博之）は採決に加わらない。

番号 件名

議
案

51 令和 4年度一般会計補正予算（第 4号）

52 令和 4年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第 1号）

53 令和 4年度介護保険特別会計補正予算（第 1号）

54 令和 4年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1号）

55 令和 4年度水道事業会計補正予算（第 1号）

56 令和 4年度下水道事業会計補正予算（第 1号）

57 職員の育児休業等に関する条例の一部改正

58 固定資産評価審査委員会委員の選任

59 教育委員会委員の任命

60 人権擁護委員候補者の推薦

61 令和 3年度水道事業会計未処分利益剰余金の処分

62 令和 3年度下水道事業会計未処分利益剰余金の処分

63 令和 4年度一般会計補正予算（第 5号）

64 あっせんの申立て※�議案の詳しい内容については、議会ホームページまたは
議会事務局窓口にてご覧いただけます。
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一 般
質
問

　
市
の
方
針
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
紙
面
は
、
質
問
議
員
が
作
成
し
て
い

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
議
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

YouTubeで議場での一般
質問や各委員会の様子を配
信しています。いつでも視
聴することができますので
ご利用ください。

９
人
が
市
政
を
問
う

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
策
は

澤
さわ
野
の
　伸

しん

�

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
向
け
た
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
促
進
が
不
可
欠
と
な
る
。
本
市

の
対
応
は
。

�

申
請
時
の
混
雑
解
消
の
た
め
、

第
2
・
第
４
日
曜
日
の
休
日
受
付

に
加
え
、
５
月
か
ら
毎
週
水
曜
日

に
各
地
区
セ
ン
タ
ー
で
受
付
。
ま

た
月
１
回
、
大
型
商
業
施
設
で
の

出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
９

月
か
ら
は
企
業
・
自
治
会
等
へ
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
普
及

率
の
向
上
を
図
る
。

不
法
投
棄
の
未
然
防
止
、
抑
制

の
取
り
組
み
は

�
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
監
視
や
不
法
投
棄
が

繰
り
返
さ
れ
る
場
所
の
改
善
が
重

要
で
あ
る
。
不
法
投
棄
の
未
然
防

QQAQ

止
、
抑
制
策
の
検
証
は
。

�

環
境
整
備
業
務
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
や
自
治
会
に
よ
る
看
板
の

設
置
、
啓
発
文
書
の
回
覧
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
市
で
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
を
2
基
所
有
し
て
お
り
、
自

治
会
等
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
、
貸
し
出
し
を
行
う
。
監
視
体

制
の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
引
き

続
き
不
法
投
棄
の
未
然
防
止
、
抑

制
に
努
め
る
。

A

マイナンバーカードの申請方法
（市ホームページより）
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誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

公
園
を

�

ト
イ
レ
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
水
栓
を
非
接
触
型
に
す
べ
き
で

は
。

�

鳴
子
近
隣
公
園
多
目
的
ト
イ

レ
の
人
感
セ
ン
サ
ー
へ
の
改
良
は
、

修
繕
を
す
る
必
要
が
生
じ
た
時
点

で
対
応
す
る
。
各
公
園
水
栓
の
非

接
触
型
へ
の
取
替
は
再
整
備
時
に

設
計
し
て
い
く
。

�

車
い
す
利
用
者
な
ど
障
が
い

者
の
公
園
利
用
の
対
応
や
日
常
管

理
は
ど
う
か
。

�

公
園
の
新
設
、
再
整
備
、
改

修
時
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
基
づ
い
た
整
備
を
行
い
、
誰
も

が
利
用
し
や
す
い
公
園
整
備
を
目

指
し
て
い
る
。
限
ら
れ
た
財
源
と

人
員
の
中
、
適
正
に
管
理
し
て
い

く
。電

子
地
域
通
貨
と
障
害
者
手
帳

ア
プ
リ
の
導
入
を

QQAQQA

�

Ｋ
マ
ネ
ー
を
電
子
地
域
通
貨

に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
障
害

者
手
帳
ア
プ
リ（
ミ
ラ
イ
ロ

Ｄ
）

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

�

地
域
通
貨
事
業
は
、
市
内
地

域
経
済
の
循
環
の
促
進
や
社
会
課

題
解
決
の
促
進
な
ど
目
的
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま

ず
は
協
力
店
や
金
融
機
関
の
意
向

を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
し
て
い
き
、

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
仕
組
み
を
再
構
築

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

障
害
者
手
帳
ア
プ
リ
は
早
期
に
活

用
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

QQA

山
やま
田
だ
　喜

よし
弘
ひろ

可
児
市
版
Ｇ
Ｘ
で
実
現
す
る

も
の
は

�

６
月
に
改
定
さ
れ
た
第
12
版

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
で
は
、

可
児
市
版
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
５

分
野
に
わ
た
っ
て
提
起
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
推
進
で
は
、

市
有
施
設
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
を
最
大
限
導
入
す
る
。

す
で
に
2７
公
共
施
設
の
屋
根
に
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
７
４
７
キ
ロ
ワ
ッ

ト
分
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

ど
の
よ
う
な
場
所
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
設
置
し
て
い
く
の
か
。

�

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
場

所
は
、
公
共
施
設
の
駐
車
場
や
使

用
用
途
が
未
定
の
遊
休
地
な
ど
を

対
象
に
、
導
入
可
能
性
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
施
設
管
理
の
所
管

課
等
と
協
議
し
て
進
め
て
い
く
。

地
域
新
電
力
会
社
の
設
立
は

�

同
じ
く
可
児
市
版
Ｇ
Ｘ
ア
ク

QQAQQ

シ
ョ
ン
で
は
、
地
域
の
電
力
の
調

達
と
し
て
、
地
域
新
電
力
会
社
の

設
立
を
考
え
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
具
体
化
し
て
い
く
の
か
。

�

ま
だ
事
業
化
の
可
能
性
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
段
階
で
、

事
業
形
態
や
設
立
時
期
に
つ
い
て

は
未
定
で
あ
る
。

�

〇
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て A

冨
とみ
田
だ
　牧

まき
子
こ

そ
の
他
の
質
問

入口に段差のある
平成記念公園のトイレ

脱炭素社会を目指す可児市版GXアクション
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可
児
御
嵩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

工
業
団
地
の
進
捗
は

�

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

�

造
成
工
事
第
１
工
区
は
３
つ

の
地
元
共
同
企
業
体
で
７
月
に
起

工
式
を
行
い
、
９
月
か
ら
本
格
的

に
埋
め
立
て
を
開
始
す
る
。
工
事

を
進
め
る
上
で
亜
炭
鉱
、
埋
蔵
文

化
財
の
影
響
は
な
い
。

�

造
成
工
事
に
使
用
す
る
盛
土

の
確
保
は
。

�

第
１
工
区
で
必
要
と
な
る
埋

立
て
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
が
行

う
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
の

山
県
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
工
事
の

健
全
土
の
み
を
受
け
入
れ
る
。

�

分
譲
の
申
し
込
み
状
況
と
企

業
の
反
応
は
。

�

不
透
明
な
経
済
状
況
が
続
い

て
い
る
が
、
多
く
の
問
合
せ
や
相

談
を
受
け
て
い
る
。
交
通
の
利
便

性
と
比
較
的
災
害
に
強
い
立
地
、

愛
知
県
と
比
較
し
て
地
価
が
安
価

で
あ
る
点
な
ど
か
ら
、
今
後
も
粘

QQAQQAQQA

り
強
く
企
業
誘
致
を
進
め
て
い
く
。

進
出
企
業
に
求
め
る
も
の
は

�

企
業
の
選
定
基
準
は
。

�

経
営
の
安
定
性
、
事
業
計
画

の
優
良
性
、
雇
用
創
出
の
効
果
、

地
域
へ
の
貢
献
度
及
び
波
及
効
果
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
化
へ
の
取
組
、

周
辺
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
調

査
を
進
め
、
可
児
市
企
業
誘
致
選

定
審
議
委
員
会
で
外
部
評
価
も
取

り
入
れ
な
が
ら
審
議
し
、
市
長
が

決
定
す
る
。

QQA

川
かわ
上
かみ
　文

ふみ
浩
ひろ

零
細
事
業
者
い
じ
め
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
中
止
に

�

令
和
５
年
10
月
か
ら
の
消
費

税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
、
零
細

免
税
業
者
は
今
後
、
課
税
事
業
者

に
転
換
す
る
か
、
廃
業
ま
た
は
相

当
額
の
値
引
き
を
迫
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
市
内
の
免
税
事
業
者
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
。
個
人
営
農

に
よ
る
共
同
売
店
や
委
託
販
売
、

と
れ
っ
た
市
場
等
に
出
荷
す
る
零

細
事
業
者
の
対
策
は
。

�

農
協
特
例
が
使
え
る
場
合
や
、

買
い
手
の
多
く
が
一
般
消
費
者
で

あ
る
直
売
所
等
で
の
取
引
で
は
大

き
な
影
響
は
な
い
が
、
支
援
制
度

の
広
報
周
知
と
補
助
制
度
の
利
用

促
進
を
行
う
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
ど

う
な
る

�

同
じ
個
人
事
業
者
の
場
合
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
登
録

会
員
に
と
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

QQAQQ

度
は
深
刻
な
問
題
だ
。
３
割
強
の

会
員
は
課
税
事
業
者
に
転
換
し
て

頑
張
れ
る
が
、
残
り
の
７
割
の
会

員
は
大
き
な
不
安
を
抱
え
る
。
同

セ
ン
タ
ー
の
全
国
事
業
協
会
は
高

齢
者
の
雇
用
と
就
労
を
守
る
た
め

の
対
策
を
国
や
自
治
体
に
要
望
し

て
い
る
。
本
市
は
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
。

�

市
が
発
注
す
る
際
に
は
、
最

低
賃
金
の
上
昇
傾
向
、
物
価
高
騰

な
ど
を
踏
ま
え
、
適
正
な
価
格
で

の
発
注
に
努
め
た
い
。

A

（仮称）可児御嵩IC工業団地計画図

シルバー人材センターの
パンフレット 伊

い
藤
とう
　健

けん
二
じ
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豊
か
で
持
続
的
な
農
業
の
た
め

に

入
居
要
件
の
連
帯
保
証
人
の

確
保
困
難
事
例
の
有
無

�

本
市
の
農
業
経
営
体
お
よ
び

有
機
農
業
経
営
体
の
数
は
。

�

市
内
の
農
業
経
営
体
４
2
2

の
う
ち
、
有
機
農
業
経
営
体
が
13

で
あ
る
。

�

本
市
の
農
業
の
特
徴
は
。

�

都
市
近
郊
型
農
業
で
、
優
良

農
地
保
全
地
域
で
の
稲
作
や
、
野

菜
を
生
産
す
る
小
規
模
な
農
家
が

多
い
。
消
費
地
が
近
い
こ
と
か
ら
、

新
鮮
な
農
作
物
が
地
域
で
消
費
さ

れ
て
い
る
。

�

農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢

化
、
担
い
手
不
足
と
い
う
課
題
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

�

農
振
農
用
地
を
中
心
と
し
て
、

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
、

大
規
模
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
農

地
を
守
っ
て
い
く
。

有
機
農
業
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に

QQAQQAQQA

�

令
和
２
年
２
月
、
国
土
交
通

省
か
ら
「
公
営
住
宅
へ
の
入
居
に

際
し
て
の
保
証
人
の
取
扱
い
」
と

題
す
る
通
知
が
出
さ
れ
た
。「
入

居
希
望
者
が
努
力
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
保
証
人
が
見
つ
か
ら
な
い
場

合
は
、
保
証
人
の
免
除
を
行
う
な

ど
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
」
と
の

内
容
だ
。
現
在
、
本
市
は
連
帯
保

証
人
を
求
め
て
い
る
。
連
帯
保
証

人
確
保
が
困
難
な
事
例
は
な
か
っ

た
か
。

�

連
帯
保
証
人
の
確
保
の
困
難

事
例
は
、
令
和
元
年
度
と
令
和
３

年
度
に
１
件
ず
つ
あ
っ
た
。
入
居

決
定
後
に
連
帯
保
証
人
の
確
保
が

で
き
ず
入
居
を
辞
退
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
の
連
帯
保
証
人
を
不

要
に
で
き
な
い
か

�

国
土
交
通
省
の
調
査
（
令
和

３
年
４
月
）
で
は
、
事
業
主
体

QQAQQ

�

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」
な
ど
を
参
照
し
、
国
の
補

助
金
制
度
を
精
査
す
る
な
ど
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
本
市
の
農
業
の
た
め

に
、
有
機
農
業
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

�
有
機
農
業
に
関
心
の
あ
る
人

へ
、
国
・
県
の
補
助
事
業
を
情
報

発
信
す
る
。
ま
た
、
岐
阜
県
有
機

農
業
推
進
計
画
の
策
定
後
、
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

か
考
え
て
い
く
。

QQA

１
６
７
１
の
う
ち
、
23
％
の
自
治

体
が
連
帯
保
証
人
を
求
め
て
い
な

い
。
本
市
も
市
営
住
宅
の
入
居
に

際
し
、
連
帯
保
証
人
を
不
要
と
す

る
考
え
は
な
い
か
。

�

本
市
も
令
和
2
年
度
か
ら
連

帯
保
証
人
の
一
部
免
除
や
人
数
の

緩
和
、
令
和
４
年
度
は
家
賃
債
務

保
証
会
社
利
用
制
度
を
活
用
す
る

な
ど
、
段
階
的
に
連
帯
保
証
人
の

確
保
が
難
し
い
入
居
者
に
対
応
し

て
き
た
。
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら

の
制
度
を
活
用
し
て
い
く

A

野
の
呂
ろ
　和

かずひさ
久

渡
わたなべ
辺　仁

ひと
美
み

豊かな田園風景（塩河）

可児市市営住宅使用請書の
連帯保証人欄
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の

施
策
は

教
員
不
足
に
よ
る
弊
害
は
な
い
か

�

本
年
７
月
５
日
、
本
市
は
全

国
で
７
５
４
番
目
の
都
市
と
し
て

「
可
児
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
出
し
た
。
目
標
達
成
の

た
め
に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
っ

て
い
く
の
か
。

�

豊
か
な
地
球
環
境
を
将
来
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
市
民
、

事
業
者
、
他
自
治
体
等
と
連
携
し

て
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
、

2
0
５
0
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
い
く
。
詳
し
い
数
値
目
標
や
施

策
に
つ
い
て
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
量
を
示
し

た
上
で
、
企
業
、
そ
し
て
市
民
の

皆
様
の
取
り
組
み
を
喚
起
し
て
い

き
た
い
。

子
ど
も
達
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
は

確
保
で
き
て
い
る
か

QQA

�

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る

と
、
全
国
の
公
立
学
校
１
８
９
７

校
で
２
５
５
８
人
も
の
教
員
が
不

足
し
て
い
る
。
本
市
の
小
中
学
校

の
臨
時
的
任
用
職
員
の
配
置
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

�

本
年
４
月
１
日
時
点
で
は
小

学
校
３
校
で
計
３
名
分
の
定
数
配

置
が
不
足
し
て
い
た
が
、
市
で
適

切
な
人
材
を
１
名
見
つ
け
た
の
で
、

５
月
１
日
時
点
で
は
2
名
に
減
ら

す
こ
と
が
出
来
た
。
未
配
置
の
2

校
に
つ
い
て
は
、
常
勤
講
師
の
配

置
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
非
常
勤

講
師
を
週
15
時
間
ず
つ
配
置
出
来

た
た
め
、
教
員
不
足
の
影
響
を
最

小
限
に
留
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

教
員
の
任
命
配
置
に
つ
い
て
は
、

県
教
育
委
員
会
の
役
割
で
あ
る
が
、

市
教
育
委
員
会
も
人
材
探
し
に
対

応
し
て
い
る
。

QQA

�

図
書
館
や
ア
ー
ラ
や
マ
ー
ノ
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
勉
強
す

る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。
だ
が
、

学
習
環
境
と
し
て
は
整
備
さ
れ
て

い
な
い
。
今
後
、
整
備
し
て
ゆ
く

計
画
は
あ
る
か
。

�

図
書
館
本
館
の
学
習
ス
ペ
ー

ス
は
、
満
席
に
な
る
こ
と
は
な
い

の
で
必
要
数
は
満
た
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
図
書
館
本

館
の
更
新
時
に
は
、
よ
り
学
習
効

果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

QQA

本
市
の
子
ど
も
た
ち
が
不
利
益

を
被
ら
な
い
よ
う
に

�

自
分
の
ク
ラ
ス
に
担
任
が
い

な
い
な
ど
教
員
不
足
に
よ
り
子
ど

も
の
授
業
や
活
動
に
影
響
は
出
て

い
る
か
。

�

定
数
が
不
足
し
て
い
る
学
校

は
教
務
主
任
が
担
任
を
兼
任
し
て

い
る
。
組
織
的
に
対
応
す
る
こ
と

で
授
業
や
活
動
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ

大
き
な
影
響
は
出
て
い
な
い
。

QQA

山
やまね
根　一

かずお
男

松
まつ
尾
お
　和

かず
樹
き

可児市ゼロカーボンシティ宣言

中学校の授業風景
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▼議会DX化に向け視察� （8月12日）
　議会運営委員会は、令和元年から本会議や
委員会でタブレットを活用している恵那市議
会を訪問しました。
　議案書などのペーパーレス化や導入してい
るアプリなどの状況をお聞きした上で実際の
操作を体験し、本市議会での導入を検討する
よい機会となりました。

▼中学生が市政に提案� （8月20日）
　主権者教育の一環として、可児青年会議所
が主催し、「中学生議会」が議場で行われま
した。西可児中学校の３年生９人が政策を発
表。市に対し「SNSでバズる」、「空き家対策」
などユニークな提案をしました。
　市議会議員は生徒の提案内容に対し質問す
る立場で参加、協力しました。

議 会 レ ポ ー ト議 会 レ ポ ー ト このコーナーでは、議会が
行っている活動などを紹介
します。

▼他議会からの視察対応�（10月6日）
　長野県立科町議会の社会文教建設委員会の
皆さんが視察のため訪問されました。
　本市議会の高校生議会に関する取り組みに
ついて質問を受けた後、意見交換しました。
　その他ZOOMでも視察を受け入れ、他議
会と情報交換を行っています。

▼花壇コンクール議長賞（今渡台自治会）
� （8月25日）
　第29回花いっぱい運動花壇コンクール表
彰式が行われました。議長賞として、今渡台
自治会様に副議長から賞状を手渡しさせてい
ただきました。
　コロナ禍で参加団体が減少したとのことで
すが、継続して取り組んでいただいている
方々に感謝申し上げます。
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対面でもオンラインでも！議員と
話そう！

議 会 報 告 会

場所　市役所5階　議会フロア
内容　【前半】令和3年度の可児市の決算～予算決算委員会からの報告～
　　　【後半】テーマについての意見交換
　　　※全体で概ね90分を予定しています。

可児市議会事務局へ電話、またはEメールで申し込んでください。申込締切後に事務局から
当日の詳細をご連絡いたします。
※ZOOMでの参加をご希望の方はEメールで申し込んでください。その際「議会報告会ZOOM希望、
　お名前、連絡先、参加希望のテーマ（①～③）」をご記入ください。

【問合・申込先】　可児市議会事務局
電話　0574-62-1111　Eメール　gikai-jimu@city.kani.lg.jp

◎申込締切　各テーマの開催日の3日前

参加ご希望の方は

テーマ 可児市の魅力発信について
日時/11月7日（月） 15時～　（担当：総務企画委員会）

1

テーマ 外国籍の人の“まなぶ・はたらく”を考えよう
日時/11月20日（日） 10時30分～　（担当：建設市民委員会）

2

テーマ 保護者から見た学校・教育の課題
日時/11月18日（金） 19時～　（担当：教育福祉委員会）

テーマ 共通～

3

1 3

ZOOMでも
参加できます☆

参加者募集

可児市議会公式インスタグラム始めます

　可児市議会は、ホームページやFacebookで
の情報発信をしていますが、新たにInstagram
での情報発信を始めます！
　議会日程や委員会の活動内容、その他タイム
リーなお知らせをしていきます。

ケーブルテレビで放送します

　ケーブルテレビ可児で、令和４年度上半期の
議会活動をお伝えする番組「議会のトビラ」を放
送します。
【主な内容】
　•６月定例会（バラ議会）の審議内容
　•８月臨時議会、新たな議会構成へ
　•９月定例会の審査内容
【放送予定日】
　11月5日（土）～11月11日（金）
　各日　6時45分・10時15分・15時17分・21時45分

11 月下旬からスタート予定
@ k a n i s h i g i k a i

フ
ォ
ロ
ー
し
て
ね

要チェックだ!!
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第 6回定例会のお知らせ
11月

30日　開会日（議案説明）

12月

6 日　　　一般質問・議案質疑7 日

9 日　予算決算委員会

12日　総務企画委員会

13日　建設市民委員会

14日　教育福祉委員会

20日　閉会日（委員長報告・討論・採決）

※会議は午前 ９時から開会します。
※日程は都合により変更する場合もあります。

　今回は、板津委員が兼山の『烏峰太鼓（保存会）』さんの練習におじゃまして、代表の水野さんにお話を伺い
ました。
※文中では広報委員（広）、水野さんは（水）としています。

広：発足のきっかけと烏峰太鼓（保存会）の活動に
ついて教えてください。

水：平成 ５年に旧兼山町のまちおこしを目的として、
女性メンバーだけで「戦国兼山烏峰太鼓」を結
成し活動をスタートしました。現在は１１名で活
動しています。活動としては、可児市内や近隣
市町の福祉施設への慰問、地域のお祭りなどで
も演奏しています。近年はコロナ禍で多くのイ
ベントが中止となりましたが、以前は年間30件
ほどの出演依頼があり、ボランティアで出演し
て多くの皆さんに喜んでいただいています。

広：どんな時にやりがいを感じますか。
水：福祉施設などで太鼓を披露した時に、高齢者の
方が感動し涙を流された時は嬉しかったです。

広：今後の展望をお聞かせください。
水：会員が高齢化して会員数も減っているので、若
い人に太鼓の魅力を知ってもらい、一緒に活動
してもらえたらと思います。

広：議会や市民のみなさんに伝えたいことはありま
すか。

水：伝統文化の継承や地域文化の発展、世代間交流に
つながればと思い活動しています。是非私たちの
太鼓の演奏を見て体感していただきたいです。

【烏峰太鼓の問合先】
　　代表　水野さん090-3422-9863
　　※毎週金曜日、兼山地区センターで練習

迫力ある太鼓披露（日本ライン花木センター夏祭り）

熱の入った練習風景　ドーン．決めっ！

チョット おじゃまします

【取材を終えて】
勇壮な太鼓の響きは五臓六腑を振動させる
程の迫力があり、圧倒されました。烏峰太
鼓という伝統文化を若い世代に継承して
いってもらうことが持続可能な兼山地区の未
来につながると感じました。

目表紙の 　表紙作品を募集して３号目とな
りますが、今回初めて絵を応募していただきました。
黒川さんのコメント
「ぎふワールドローズガーデンをイメージして描きま
した。可児市に住んでよかったと思う、大好きな場所
です。」

表紙の写真やイラストを募集中！
詳しくは可児市議会のホームページへ。


